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平成 21 年度全国優良畜産経営管理技術発表会 
 

(写真提供：社団法人兵庫県畜産協会) 

  

 
「兵庫県の畜産は女性が支える」 

 
 朝散歩すると、遠くから牛舎を掃除するスコップの音と牛の鳴き声が聞こえ、懐かしい香りがか
すかに漂ってくる。なぜか心が落ち着きほっとするのは、やはりまがりなりにも畜産技術者の一人
だからかもしれない。 
 明るい話題が少ない中で、県内の但馬牛繁殖雌牛頭数は、農家、畜産関係者の懸命の努力により、
平成２１年には１５，５００頭と３年間で１，０００頭増加した。家畜がいて、畜産農家があって
の我々畜産技術者にとっては、本当にうれしい話である。１８，０００頭の目標達成に向けて、こ
の勢いをさらに加速していかなければならない。 
 また、この成果は女性の力に依るところが大きいように感じている。農家に行くと、ご主人の「こ
の牛はどうだ。えさはこうだ。」との講釈をよく聞くが、日々牛にえさをやり、世話をするのは奥
様方であることが多い。女性がやさしく丁寧に世話した子牛は、人を恐れることなく呼べば近寄っ
てくる。そんな農家では、すばらしい子牛が生産され、高値で取引されることが多い。家へ帰れば、
奥様に頭の上がらないご主人も多いのではないかと思っている。総会、研修会に出席させてもらう
機会があるが、女性が元気であり、目の輝きが違う。指導に熱心に耳を傾け、素直に改善し、着実
に成果をあげている。最近は、いろいろな分野で女性の活躍を聞くことが多いが、実は兵庫県の畜
産を支えているのも女性であり、さらに兵庫県の畜産を振興していくためには、女性の活躍が不可
欠であると考えている。 

（Ｒ．Ｈ） 
 

巻 頭 言 
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 平成 21 年度全国優良畜産経営管理技術発表会で 
兵庫県推薦事例の酪農経営 吉井英之牧場（朝来市）が 

農林水産生産局長賞を受賞 
 

(社)兵庫県畜産協会 経営支援部 
 主任 中村 淳司 

 

去る平成 21 年 11 月 3 日、平成 21 年度全

国優良畜産経営管理技術発表会（主催：中

央畜産会・全国肉用牛振興基金協会、後援：

農林水産省）が東京都文京区・東京ガーデ

ンパレスにて開催され、兵庫県の推薦事例

である吉井英之牧場（酪農経営、朝来市）

が、全国より推薦された 15 事例の中から最

優秀事例および優秀事例の候補として選考

され、現地審査を経て、発表会に招かれた。

発表会では、吉井英之氏が経営の取り組み

内容を発表し、審査の結果、優秀賞に選考

され、農林水産生産局長賞および中央畜産

会長賞が授与された。その他、本年度の受

賞事例は表 1のとおりである。 
なお、最優秀賞に選定された事例は農林

水産祭および畜産大賞の経営部門等に中央

畜産会から推薦されることとなっている。 

今回の審査において、吉井牧場は「平成

15 年、60 頭規模の酪農経営から一転、ジャ

ージー牛 10 頭弱の経営に切り替え、アイス

クリームの自己による加工販売を主体とす

る酪農経営を開始した。そして、商品の良

さを消費者に理解されるようにマーケティ

ングに力を入れ、店舗販売に加えインター

ネットやカタログなどの通信販売により全

国に顧客を持ち、個人ブランド化を行い、

乳製品の加工直売による酪農経営を実践し

ているビジネスモデルといえる。」との評価

を受けた。当事例の主な経営内容は次のと

おりである。 

 

○吉井牧場（酪農経営）の主な経営内容 

題名：生乳の加工直販主体の新たな酪農経

営を切り拓く! － ジャージー牛 10 頭の

牧場で売上高 4,000 万円の酪農経営 － 

（１）経営概要 

当該事例は、朝来市和田山町にあり、平

成 20 年度において飼養規模は経産牛頭数

11.2 頭、子牛・育成牛頭数 4.9 頭、全頭ジ

ャージー牛で飼養している。畜産部門の労

働力は 1 人、加工販売部門は主に自家労働

力 2人、雇用 3人、その他臨時雇用である。 

生産した生乳を自家でアイスクリームに

加工販売している。売上の 9 割以上を生乳

の加工販売事業から得ており、生乳加工直

販に主体をおいた酪農経営を実践している。 

（２）主な経営の取り組み 

吉井牧場は、昭和 28 年、経営主の父が同

地で開業、昭和 48 年には乳牛約 60 頭規模

まで拡大し、地域で主要な酪農経営であった。 
しかし、平成 12 年、労働力の減少を理由

に頭数を減少させた。そして、経営主は少な

い労働力でも可能な酪農経営として、生乳生

産量の向上による所得の確保ではなく、生乳

をアイスクリームへ加工し高付加価値化に

よる生乳 1kg あたりの収入の向上による所

得の確保を目指した。 
平成 15 年 3 月に、それまで飼養していた

ホルスタイン種の乳牛をジャージー種 13 頭

のみに切り替え、牧場の近隣にアイスクリー

ム加工販売施設を建設、自己で生乳を加工直

販する経営を開始した。取組みの開始当初か

ら店舗販売のみならず、業者への卸売り販売

やインターネットによる通信販売を行い、牧

場アイスの販売に注力した。 
また、自己の生乳を使用したチーズケーキ

を外部で委託製造し、アイス以外の商品も開

発、販売している。 
加工販売開始以後、年々販売額を増加させ、

平成 20 年の酪農売上額は 4,000 万円以上に

のぼり、生乳出荷販売は 1 割程度で他は加工

直販によるものである。 
今後は更なる直販加工販売額の向上と経

営の合理化により所得向上を図り、生乳の加

工直販主体の酪農経営の経営モデルとして

確立を図っていくことを期待する。 
なお、この発表会の詳細は中央畜産会の

ホームページで紹介される予定である。 

 

ホームページアドレス 

・中央畜産会 http://cali.lin.gr.jp/ 

（全国優良畜産経営管理技術発表会） 

  http://group.lin.gr.jp/superior/ 
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表１ 平成 21 年度全国優良畜産経営管理技術発表会 受賞者一覧 

受賞 
種類 

畜 種 受 賞 者 
都道 
府県 

タ イ ト ル 

酪農経営 生駒 一成 
生駒 薫 

岐阜県 ゆとりある乳肉複合経営を目指して！！ 

酪農経営 松崎 隆 
松崎 まり子 

岡山県 今の私たち、酪農家冥利に尽きます！～市街化が進む中、
土地循環型酪農で目指した地域のオアシス～ 

肉用牛 
肥育経営 

有限会社 
金子ファーム 

青森県 
 

地域と共存した資源循環型大規模畜産への挑戦～「三方良
し」（消費者・生産者・地域社会）の商人道精神に根ざして～ 

(

農
林
水
産
大
臣
賞)

 

最
優
秀
賞 

養豚経営 曽山 文彦 
曽山 照代 

宮崎県 人工授精技術を取り入れたモデル的養豚経営 
～家族で育てる「我が子」豚～ 

酪農経営 久保 隆幸 
久保 美恵子 

北海道 地域に根ざした家族酪農 
～自然体で高レベル経営を実現～ 

酪農経営 高田 茂 
高田 静子 

埼玉県 乳質改善と乳牛改良を求めて 
～都市近郊型酪農経営で行う粗飼料生産～ 

酪農経営 須藤 裕紀 
須藤 陽子 

千葉県 創り出す喜び・まきばライフ 
～未来へ challenge～ 

酪農経営 神田 豊広 
神田 麻子 

新潟県 優れた生産技術が生み出す高品質牛乳の直販を取り入れ
た酪農経営 

酪農経営 吉井 英之 兵庫県 生乳の加工直販主体の新たな酪農経営を切り拓く！ジャー
ジー10 頭の牧場で売上高 4 千万円の酪農経営 

酪農経営 大松 修二 
大松 法子 

徳島県 飼料生産基盤の脆弱な地域における「安定とゆとり」を追求し
た酪農経営 

養豚経営 株式会社 
多田ファーム 

愛媛県 苦境に打ち勝つ養豚経営 
～枝肉出荷 2000kg を目指して～ 

優
秀
賞
（
農
林
水
産
生
産
局
長
賞
） 

採卵鶏 
経営 

有限会社 
鈴鹿ポートリー 

三重県 低炭素社会に向けた養鶏モデル経営の挑戦 

   （順不同） 

 

 
吉井牧場とあいす工房らいらっく 

 
地域の特産物を使ったアイス 

 
経営発表 

 
終了後、記念撮影 
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 衛 生 情 報  
 

遺伝性疾患を疑う子牛の先天性無毛症 
 

姫路家畜保健衛生所神戸出張所  
 小浜 菜美子  

 

牛の無毛症は致死性の遺伝的不良形質として、

日本ホルスタイン登録協会では出生時に報告を

求めているがこれまでに同協会への報告はなく、

また国内の学会等でも遺伝が疑われる無毛症の

報告はない。 
しかし今回、遺伝性疾患を疑う子牛の先天性無

毛症例に遭遇したので報告する。 
 

１．発生の概要 
当該農場は乳用牛59頭を飼養している。また、

搾乳牛のほとんどを自家育成しており、これまで

無毛症例牛の発生は認められなかった。 
しかし、当該農場において、正常体毛を持つホ

ルスタイン種母牛が正常分娩にも関わらず初

産・2 産次と続けてほぼ無毛の子牛を出産した。 
初産子牛は平成 19 年 8 月 31 日生まれの交雑

種・雄で、出生時は耳の内側部分以外正常な体毛

は見られなかった（図 1）。同年 10 月頃より下痢

を繰り返し、治療するものの改善することなく 10
月 28 日に死亡、翌 29 日に病性鑑定を実施した。 

2 産目子牛は平成 21 年 2 月 11 日生まれのホル

スタイン種・雄で、初産子牛と同様に出生時より

四肢と耳の一部分以外正常な体毛は見られず（図

2）、哺乳意欲に乏しく全体的な活力を欠いていた。

同年 2 月 19 日、横臥し呼吸困難を呈したため病

性鑑定を実施した。 

 ２．剖検所見 
初産子牛では削痩と小腸壁の菲薄化・充出血が

見られたものの、その他の臓器に著変は認められ

なかった。 
2 産目子牛では削痩のほか、全切歯と 16 本の臼

歯が欠損し、下顎の低形成も認められた。初産子

牛と同様に、その他の臓器に著変は認められなか

った。 
2 産目子牛については歯芽の有無等詳しく確認

するため、骨格標本を作製した（図 3）。 
正常な新生子牛の歯式は切歯 0/4、犬歯 0/0、前

臼歯 3/3 で表され、全部で 20 本の歯を持つ。し

かし、2 産目子牛では 前臼歯が片側上下 1 対、全

部で 4 本の歯しか確認できず、歯の欠損部位に歯

芽も認められなかった(図 4)。 
 

３．病理組織所見 
初産子牛、2 産目子牛ともに皮膚の表皮細胞層

が薄く、毛軸や毛胞はあるものの細く小さいもの

だった。付属皮脂腺も正常にくらべ未発達だった

（図 5）。 
両症例ともにその他主要臓器の病理組織で異

常所見は認められなかった。牛の先天性無毛の原

因として甲状腺の異常が知られているが、甲状腺

の病理組織所見でも異常は認められなかった。 
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４．その他の検査結果 
2 産目子牛と母牛の遺伝性疾患の遺伝子型検査

を社団法人家畜改良事業団に依頼したところ、既

知の遺伝性疾患（バンド 3欠損症、血液凝固第 13

因子欠損症、クローディン 16 欠損症、モリブデ

ン補酵素欠損症、チェディアックヒガシ症候群、

眼球形成異常症、白血球粘着不全症、複合脊椎形

成不全症）はすべて否定された。 
また、妊娠中期の牛ウイルス性下痢粘膜病

（BVD-MD）ウイルス感染でも先天性無毛症の発

生が報告されているが、当所における母牛の

BVD-MD の PCR 検査結果は陰性で、BVD-MD

の関与は否定された。 
 
５．牛の無汗性外胚葉形成不全症(EDA)について 
今回と同様の症例は、Drögemüller らが X 染色体

ED1 遺伝子の変異による牛の無汗性外胚葉形成

不全症として報告している。ED1 遺伝子は外肺葉

性付属物の発達に係る腫瘍壊死因子 TNF 群のシ

グナル分子をコードしており、胎子期の毛胞や歯

芽の形成に関係することが知られており、そのた

め雄子牛が母牛から X 染色体の劣性 ED1 遺伝子

を受け継ぐと、無毛と部分的歯列欠損の症状が見

られたとしている。 
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６．EDA との比較 
Drögemüller らの報告にある EDA 症例と 2 産目

子牛を比較したところ（図 6）、いずれも雄子牛に

無毛と歯の欠損がみられたこと、毛胞の低形成が

観察されたことから同様の症例であると推察さ

れた。 
この遺伝子の変異は新しく見つかった牛の変異

のため起源は不明だが、ヒトの無汗性外胚葉形成

不全症（別名キリストーシーメンスートゥーレー

ヌ症候群）でも ED1 遺伝子の変異が観察されて

いることから動物モデルとしてさかんに研究さ

れている。 
 
 

７．まとめ 
ED1 遺伝子についてはこれまでの Drögemüller

らの研究により遺伝子解析のためのプライマー

設計など解析手法が確立されており、また EDA
症例ではどのような塩基配列の変異が見られる

かということも解明されている。 
今回の 2 症例の母牛、祖母牛は現在も飼養され

ており、また、母牛の第 3 子出産が 22 年 4 月に

予定されている。 
これら子牛と母牛・祖母牛は、牛の先天性無毛

症の発生機序の解明とともにヒトの遺伝病の一

つのモデルとしても貴重な研究材料と思われ、今

後、遺伝病の研究や遺伝子解析を行う研究機関で

の調査研究を依頼する予定である。 
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 普 及 情 報  

 

洲本市コントラクター組合の取り組み  

南淡路農業改良普及センター 

普及主査 宇治 伸弥 

はじめに 
平成 18 年、洲本市の酪農経営を営む認定農業

者らが集まり、購入飼料の高騰と乳価や子牛価格

などの低迷による経営環境の悪化への対応策を

検討していた。結論としては、乳量を増やすこと

と乳飼比を下げることになったが、そのためには

飼料費の節減とともに栄養価が高く、嗜好性の良

い粗飼料を生産・確保することが必要であった。 
しかし、生産者の高齢化や飼養規模の拡大が進

んでいる中で、乳牛の飼養管理時間の短縮や新た

な機械への投資、さらに栽培調製技術の向上を図

って農家個々で自給飼料生産を拡大するのは困

難と思われた。そこで、サイレージの生産技術の

高い農家や組織に栽培を委託し、購入乾草と遜色

がない自給飼料を流通できる体制の整備に取り

組んだ。 

１ 活動の内容 
（１）組織の概要 
 洲本市コントラクター組合は、平成 18 年に酪

農家にサイレージを供給するとともに酪農家で

生産される堆肥を還元することを目的に設立さ

れた。また、初期投資を抑えるために組合所有の

機械は持たず、組合員等が所有する機械を借り上

げる体制とした。現在の構成員は７名で、飼料作

物の生産請負および生産物の供給と播種作業か

ら収穫調製、保管などの作業受託を行っている。 
耕種農家からトウモロコシ栽培の依頼があっ

た場合、堆肥散布から収穫調製作業までを 10ａ当

たり約 80,000 円で受託している（表１）。また、

製造されたコーンラップサイレージは１ロール

（約 450kg）が 7,000 円（乾物１kg 当たり約 63
円）で実需者に販売される。 
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コーンハーベスタによる収穫作業 油圧式ダンプとコンビラップによる調製作業 

  
オペレーターとの作業計画検討会 機械格納施設と製品保管場所 

（２）作付体系 
 オペレーター７名のほとんどが専業農家のた

め、農閑期に合わせて作業ができるように作付け

体系を工夫している。トウモロコシを３月下旬、

６月、８月上旬の３期に分けて播種作業を行い作

業の分散を図っている。 
さらに、収量の安定や土地利用効率を上げるた

めにトウモロコシとソルガム混作とトウモロコ

シの２期作（４月播き・８月播き）を行っている。

また、生産性や品質の向上を図るためにトウモロ

コシの新品種やイチビなどの外来雑草の除草剤

利用技術の現地実証ほを設置した。 
（３）機械利用体系 
 平成 20 年からはサイレージの品質向上と調製

作業の効率を上げるために「大野飼料作物生産組

合」が導入した細断型コンビラップ（梱包・ラッ

ピング併用機械）を借上げて調製作業を行うこと

とした。 

 また、コーンハーベスタで収穫したトウモロコ

シを細断型コンビラップまで運搬する作業に油

圧ワゴン車を利用したことで、狭小なほ場でも作

業効率を下げることなく余裕のある作業体系が

できた（図１）。これによって、トウモロコシの

収穫ほ場から調製作業場までの距離が往復 3km
以内であれば３人でも作業が可能となった。なお、

畦畔の草刈についてはシュレッダと刈払い機を

利用している。 
一方、組合内には機械に精通した者がおり、大

型機械を駆使することによるトラブルも日常の

メンテナンスや緊急時の適切な対応によって比

較的少ない。このことは、ほ場作業効率を上げ、

作業時間を短縮させるだけでなく、修繕費や部品

交換など費用負担の軽減も可能となる。その結果、

適期作業が可能となり品質を安定させ、生産費の

節減にもつながっている。 
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トウモロコシの高収量を確保 ３条刈コーンハーベスタも作業効率を上げる 

 
２ 活動の成果 
 平成 21 年の受託面積は作業受託を含めると前

年の６ha から 11ha に拡大し、トウモロコシなど

ラップサイレージの供給量も 192ｔになった（表

２）。これは、実需者がコーンラップサイレージ

の品質に高い評価をしていることと流通乾草の

価格とほぼ同等の乾物１kg 当たり 63 円で流通し

たこと、さらに購入乾草の代替としてコーンラッ

プサイレージを給与した酪農家が搾乳牛 1 日 1頭

当たりの乳量が 25kg から 28kg に増加したこと

が大きな要因となっている。 
一方、サイレージ生産農家の中には、機械力の

不足や高齢化のためにサイレージ調製が重労働

となり、収穫・調製作業から解放されたい人も出

てきていた。また、山ぎわのほ場では猪の被害面

積も増加しており、被害を受けるまでに短時間で

サイレージ調製できるコントラクター組合に収

穫の依頼が入るようになった。その作業面積は平

成 21 年では 3.0ha になっている。 
平成 21 年４月には淡路日の出農協の「淡路ア

グリサポート事業」の一環として位置づけられ、

労災、傷害保険に加入し、農作業事故にも備えて

いる。なお、この事業には上堺飼料生産組合も洲

本市五色町でのコントラクター組合として活動

を開始している（図２）。 
また、洲本市内の酪農家のうち 19 戸がサイレ

ージを利用しているが、サイレージ生産にかかる

労働力や機械の更新費用を抑制するため、コント

ラクター組織に対する期待の声が大きくなって

いる。 
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図２ 淡路アグリサポート事業（淡路日の出農業協同組合）体制図 
 

３ 今後の目標 
 洲本市コントラクター組合は土地条件の制約

があり、北海道などの大型コントラクター組織の

ようにスケールメリットを追求できないが、栽培

から給与までの過程においてロスを無くし、良質

購入乾草並みの価格で流通させるように生産費

の節減に努力しなければならない。そのためには、

２か所ある調製作業所及び製品ストックヤード

の拠点を中心にして作付け延べ面積を 15ha に拡

大させて、作業時間の短縮、人件費の抑制を図る

とともに、生産資材の大量購入などによりコスト

削減を目指している。さらに、３月下旬～４月初

旬播きトウモロコシを中心にトウモロコシとソ

ルガムの混作、トウモロコシの２期作栽培などで

10ａ当たりの平均収量７ｔを確保し、交付金等が

なくても良質購入乾草と同等な価格で製品を提

供できるようにしていきたい。また、実需者の要

望は高品質で低価格の飼料を安定的に入手する

ことである。それに応えるためにはＴＭＲセンタ

ーの建設についても関係機関と検討したい。 
さらに、地域では飼料作物だけなく水稲、野菜な

どの作業受託の推進を切望されており、洲本市コ

ントラクター組合が先導的役割を果たすように

県下のモデル事例として支援したい。 
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 家畜診療所だより  

 
 

乳牛の卵巣静止に対するエストラジオールカプセル含有 

プロジェステロン徐放剤の治療 
 

 

兵庫県農業共済組合連合会 淡路基幹家畜診療所  

三原診療所 主査 藤本 修司 

 

酪農経営にとって，安定的に生産性を維持およ

び向上させるには 1年 1産の繁殖目標を達成する

必要がある。今回、治療に期間を要し、空胎期間

を延長させるひとつの要因である卵巣静止に対

し、エストラジオール含有膣内留置型プロジェス

テロン徐放剤（以下 PRID)を用い、その治療効果

を検討した。 

 

１．材料および方法 

調査 1 

調査期間は 2006 年 9 月から 2007 年 3 月とし、

ホルスタイン種乳用牛 12 頭を用いた。供試牛の

条件を、分娩後 40 日を経過しても発情兆候がな

く、卵巣静止と診断した後、従来の繁殖治療を 3

回以上処置したが、黄体形成の認められなかった

個体とし、PRID を 12 日間膣内に留置した。調査

項目は産次数、PRID 挿入までの分娩後日数と治療

回数、ボディコンディションスコア（BCS）、PRID

挿入日を 0日目とし、1日目、12 日目（抜去時）、

15 日目、25 日目に血中 Progesterone（P4）濃度

を、0日目と 1日目に血中 Estradiol-17β(E2)濃

度をラジオイムノアッセイ法にて測定した。挿入

後 25 日目に直腸検査を実施し、黄体の状態によ

り CL0 から CL3 の４段階にランク分けし、治療効

果を判定した。CL0 は黄体がなく卵巣静止が続い

ている状態、CL1 は黄体が小さく、実質は硬い状

態、CL2 は黄体がやや小さく、実質はやや硬い状

態、CL3 は黄体が丸く大きく、実質は充実してい

る状態とした。PRID の効果判定として、挿入後

25 日目に高い血中 P4 濃度を示した CL2 以上の個

体を有効とし、有効率を算出する次式｛有効率

（％）＝CL2の頭数+CL3の頭数/全体の頭数×100｝

を用いた。 

調査 2 

調査期間は 2007 年 4 月から 2008 年 1 月とし、

ホルスタイン種乳用牛 31 頭を用いた。供試牛の

条件は分娩後 40 日を経過しても発情兆候がなく

卵巣静止と診断した個体とし、調査 1同様、PRID

を 12 日間膣内に留置した。調査項目は産次数、

PRID 挿入までの分娩後日数と治療回数、黄体ラン

ク、全体の治療効果、初産、2 産、3 産、4 産、5

産以上で分類し産次数別治療効果、分娩後 89 日

以内、90 日以上 119 日以内、120 日以上 179 日以

内、180 日以上で分類し分娩後日数別治療効果、

治療回数 2回、3～4回、5回以上で分類し治療回

数別治療効果、抜去後の発情誘起率、初回授精状

況、受胎頭数（抜去後日数別、黄体ランク別）と

した。 

 

２．結果 

調査 1  

供試牛は産次数 1.5±0.7 産、分娩後日数 118.5
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±62.8 日、治療回数 3.4±0.9 回、BCS2.6±0.3

であった。PRID 挿入後の血中 P4 濃度の推移は、0

日目 0.57±0.36ng/ml から 1 日目 4.91±2.53 

ng/mL と上昇し、12 日目 1.34±0.61 ng/mL 、15

日目 0.47±0.53 ng/mL 、25 日目では 4.83±3.71 

ng/mL となった（図 1）。また血中 E2 濃度は 0 日

目 3.45±0.32pg/mL から 1日目 6.91±3.74 pg/mL

と上昇した（図 2）。なお、今回の血中 E2 測定に

おける測定下限値は 3.33 pg/mL であった。挿入

後 25 日目での黄体ランク別頭数は、12 頭中 CL0

は 1 頭、CL1 も 1 頭、CL2 は 3 頭、CL3 は 7 頭であ

った。またそれぞれの黄体ランクにおける血中 P4

濃度は CL0 が 0.3 ng/mL、CL1 は 0.12 ng/mL、CL2

は 4.89±1.43 ng/mL、CL3 は 6.34±4.21 ng/mL、

CL2以上で高い血中P4濃度を示した調査1の有効

率は全体の12頭に対し、CL2以上が10頭であり、

有効率は 83.3％であった。CL0と CL1 の無効群と、

CL2 以上の有効群とでの血中 P4 濃度の推移は、有

効群では0日目の血中P4濃度が0.59±0.38 ng/mL

から 1 日目には 5.59±2.46 ng/mL と上昇してい

るのに対し、無効群では 0日目 0.47 ng/mL から 1

日目 2.54 ng/mL と血中 P4 濃度の上昇か緩やかで

あった（図 3）。同様に血中 E2 濃度は、有効群で

は 0 日目 3.50±0.36 pg/mL から 1 日目には 8.34

±0.47 pg/mL と上昇しているのに対し、無効群で

は 0日目、1日目ともに 3.33 pg/mL と上昇がみら

れなかった（図 4）。 

調査 2  

供試牛は産次数 2.3±1.6 産、平均分娩後日数

166.0±110.1 日、平均治療回数 4.0±2.2 回であ

った。黄体ランク別頭数は CL0 が 1 頭、CL1 が 4

頭、CL2 が 6 頭、CL3 が 20 頭で、有効率は 83.9％

と高い有効率を示した。産次数別有効率では、す

べての産次で高い有効率を示した（表 1）。分娩後

日数別有効率についても、分娩後日数に関係なく

いずれも高い有効率を示した（表 2）。治療回数別

有効率も同様に、治療回数に関係なく高い有効率

を示した（表 3）。PRID 抜去後の発情誘起率は 31

頭中 28 頭で 90.3％であった。また抜去後の授精

頭数は 2 日目が 4 頭で 12.9％、3 日目が 18 頭で

最も多く 58.1％、４日目が 5 頭で 16.1％であっ

た（図 5）。抜去後日数別受胎頭数は、抜去後５日

までの授精で 9 頭、さらに一周期後の 25 日まで

の授精で 6 頭、またもう一周期あとの 45 日まで

の授精でさらに 3頭受胎した。つまり、PRID 抜去

後 45日までの授精で 18頭、58.1％の個体で受胎

が確認できた（図 6）。黄体ランクと受胎頭数の関

係では、CL0 と CL1 では抜去後 45 日までに 1頭も

受胎を確認できなかった。CL2 では 3 頭で 50％、

CL3 では 15 頭、75％と高い受胎率を示した。また

CL3 では、より早い段階で受胎する傾向を認めた

（表 4）。 
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３．考察 

Ueblinger らは、卵巣を摘出した雌牛において

PRID を挿入することにより血中 P4濃度は速やか

に上昇し、4日目まで 3 ng/mL を維持するが、そ

の後低下、12 日目（抜去時）まで 2 ng/mL を維持

し、抜去後 30分以内に 1 ng/mL 未満まで低下す

る。また血中 E2 も挿入後速やかに上昇し、挿入

後150分に6～7 pg/mLに達すると報告している。

今回、卵巣静止牛に対し PRID 挿入後の血中 P4 濃

度の推移および血中 E2濃度の変化はこの報告と

ほぼ一致し、血中 P４濃度の推移は、正常な発情

周期中の血中 P4 濃度と同様の推移を示した。ま

た、0日目の血中 P4 濃度が 0.57±0.36 pg/mL、

血中 E2 濃度が 3.45±0.32 pg/mL であったことよ

り、直腸検査同様、血中ホルモン濃度からも PRID

挿入時に卵巣静止状態であることが裏付けられ

た。挿入後 25日目の直腸検査による黄体ランク

と P4濃度には相関があり、直腸検査にて黄体の

ランクを判定することが十分可能であると考え

られた。調査 1の無効群で PRID 挿入後 0日目か

ら 1日目での血中 P4 の上昇が緩やかで、血中 E

２濃度の上昇が認められなかったことが、挿入後

25 日目の黄体形成に影響を及ぼした可能性が示

唆された。その原因としては、尿膣であったこと

と、重度の栄養不足状態であったことが膣からの

ホルモン吸収を阻害したと推測されるが、今後さ

らに検討する必要があると考えられた。 

PRID の作用機序は、PRID に含有されている P4

と E2 の共同作用による視床下部からの性腺刺激

ホルモン放出ホルモン（GnRH）および下垂体から

分泌される性腺刺激ホルモン（卵胞刺激ホルモ

ン；FSH と黄体形成ホルモン；LH）へのフィード

バック機構を介した生理的な調節に依存してい

る。すなわち処置開始時に血中 P4濃度および血

中 E2濃度がいずれも高い初期濃度となり、その

処置期間中は一定値のP4濃度が保たれることで、

GnRH 分泌に負のフィードバック作用を有し、結果

的に LH および FSH がともに抑制される。その結

果 LHのパルス状分泌は１時間に１回程度の黄体

期レベルから２～4時間に１回へとさらに減少す

るため、処置の時点において存在していた主席卵

胞は発育と維持が困難となり、閉鎖・退行する。

その後新たに出現する卵胞ウェーブの卵胞が FSH

および LHの作用を受けて発育して、PRID 抜去時

には高い受精能を有する卵子が、P4 の抑制的支配

から解放された LHパルス頻度の増加および抜去

後 48時間の LHサージによって排卵することにな

る。Bo らは P4処置の開始時に E2 を投与すると、

処置が排卵後に出現する卵胞ウェーブのどの時

期であっても、処置時に存在する主席卵胞の退行

が促され、その後 4.3±0.2 日に新たな卵胞ウェ

ーブが出現することを認めている。今回 PRID 挿

入後 25 日目に機能黄体の形成が認められ、抜去

後 4日以内に発情が発見されたことより、卵巣静

止状態の卵巣に対し前述の作用機序により、卵胞

ウェーブが出現し、発情、排卵および黄体の形成

につながったと考えられた。 

また金らは血中 P4濃度が 1 ng/mL 以下の卵巣

静止牛 13頭に対し、PRID を 12 日間膣内に留置す

ることにより、9頭（69.2％）に抜去後 7～14 日

で黄体形成が認められ、さらに 12～16 日に 2頭

（15.4％）で黄体が形成されたと報告している。

また Zulu らも PRID を 12 日間膣内に留置するこ

とにより、挿入時の血中 P4 濃度が 1 ng/mL 以下

の卵巣静止牛 16 頭中 8頭（50％）で、また 1 ng/mL

以上の卵巣静止牛 5頭中 3頭（60％）で PRID 抜

去後 14 日以内に黄体の形成が認められたと報告

している。今回の調査でも、同様に 83.9％の個体

で血中P4濃度の高い機能黄体の形成が認められ、

また従来の繁殖治療に反応しなかった個体でも、

黄体形成が認められたことより、PRID が卵巣静止

に高い治療効果があると考えられた。 

 Roche らによると分娩後 10～30 日の牛に PRID

を12日間留置すると45％の牛が2～4日に発情を

示したと報告している。今回の調査でも抜去後 4

日以内に 87.1％の個体が発情を示した。また抜去

後 45 日までの授精で 58.1％の個体で受胎が確認

できたことより、卵巣静止牛に対し PRID は有効

な治療法の一つであると考えられた。 
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 食肉衛生検査センターだより  

 
深胸筋変性症について 

 
兵庫県食肉衛生検査センター 但馬食肉衛生検査所 

大角 元子

 
はじめに 

深胸筋変性症は、片側性または両側性の深胸筋

の白色～緑色壊死を特徴とし、胸筋のよく発達し

たブロイラーや七面鳥にみられる。一般的に臨床

症状を示さないため、主に解体処理時に発見され

る。当所管内の食鳥処理場で、食鳥検査終了後の

解体処理中に深胸筋（ササミ）に異常が認められ

たため調べてほしいとの依頼があり、検査を実施

した結果、深胸筋変性症と診断した事例に遭遇し

たので概要を報告する。 
 

１．検査依頼年月日  
平成２１年 9 月 17 日 
２．検    体  
ブロイラー（55 日齢）の深胸筋 

３．検査方法 
上記の異常を呈する深胸筋について、組織片を

10％中性ホルマリン液にて固定後、常法により

HE 染色標本を作製し、鏡検に供した。 

４．肉眼所見（写真１、２） 
 深胸筋は両側とも全体的に腫脹しており、表層

に出血斑が散在し、また煮肉様に変色している領

域が長軸中央部に帯状に存在した。煮肉様病変は

深部にまでおよんでいた。 

 
写真２ 長軸中央部 横断面 

 
写真１ 深胸筋病変部 全体像 
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写真３ 筋繊維の膨化や硝子様変性、HE 写真 4 筋融解（矢印は細胞貪食像）、HE 

 
５．病理組織学的所見（写真３、４） 
 全体的に筋繊維の膨化や硝子様変性を認め、筋

繊維間には偽好酸球浸潤を認めた。一部では筋融

解や細胞貪食像（矢印）を認めた。 
 
６．診   断 
肉眼所見、病理学的所見の結果から深胸筋変性

症と診断した。 
 
７．まとめ 
 深胸筋変性症は翼運動による過度の負荷が原

因といわれている。翼運動による過度の負荷が深

胸筋に与えられると、そこに流入する血液が急速

に増大するため、重量は２０％増加し、筋膜圧は

５倍に達することが知られている。しかし、深胸

筋は胸骨と筋膜に囲まれているために制限を受

け、流入血液は停滞し、筋組織は逆に酸素欠乏に

陥り、乏血性の壊死がみられる。深胸筋変性症は

その進行度合いにより、赤色を呈し出血性の急性

炎症領域を認めるカテゴリーⅠ、出血性の限局し

た領域が存在し繊維化が認められるカテゴリー

Ⅱ、胆汁塩によるヘモグロビンとミオグロビンの

破壊により緑色を呈し、より進行した変性や筋萎

縮が認められるカテゴリーⅢに分けられる。 

その初期の病変は 24～48 時間で形成されると

いわれている。すなわち処理前 24 時間までの過

度の負荷を誘発する要因が防止できれば病変は

形成されず食鳥処理には影響がないと考えられ

る。単独の発生であれば大きな問題ではないが頻

繁に発生するようであれば、農場において鶏がス

トレスを受けて翼運動をすることのないような

管理、たとえば動物の侵入を防止する、大きな音

をたてないなどの工夫によりその発生を減らす

ことができると思われる。これら以外の傾向とし

て、オスにおける発生が多く、増体の良い品種に

多く、ある特定の遺伝子型の関与などが報告され

ている。 
当所管内の食鳥処理場では内蔵摘出に解体を

伴わない、いわゆる中抜き法が採用されているた

め、内臓摘出後までを検査する食鳥検査時に本症

を検知することは不可能で、精肉のための解体時

に処理従事者によって発見される。そのため、衛

生管理者を通じて処理従事者に周知させ注意を

促すことが必要であると考え指導を行っている。 
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 研 究 情 報  
 

乳牛へのエコフィード及び地域自給粗飼料に関する飼養試験結果 
 

兵庫県立農林水産技術総合センター淡路農業技術センター 

畜産部 主任研究員 生田 健太郎 

 

はじめに 
 近年、国を挙げての食料自給率向上の取り組みを受けて、畜産分野においても飼料自給率向上が重要

課題となっている。加えて、バイオ燃料化の推進や輸送コストの上昇等により輸入飼料価格が高騰する

など、酪農家の収益性が悪化しており、輸入飼料への依存度を下げて経営の安定化を図る必要に迫られ

ている。 
 そこで、淡路農業技術センターでは、平成 20 年度から地域で確保可能な飼料資源やエコフィードに

ついて、乳牛飼料としての安全性の確認と有効活用法を検討している。今回はこれまでに行った飼養試

験結果の概要を報告する。 
 
１．供試飼料 
（１）バイオエタノール粕（ＤＤＧＳ） 

 

米国を中心にバイオエタノールの増産に伴い、穀物に比べ安価でかつ安定

的に入手可能なＤＤＧＳは新たな飼料原料として注目されている。しかし、

国内での使用実績はほとんどなく、配合飼料に数％程度混合される程度であ

った。 
本試験では原物割合でＤＤＧＳ80%、大豆粕 16%、大麦 4%を混合したも

のを供試した。この混合飼料の乾物は 88.4%で、飼料成分は乾物中、粗蛋白

質(CP)32.4%、粗脂肪(EE)10.5%、中性デタージェント繊維(NDF)41.7%、

推定可消化養分総量(TDN)75.5%であった。 
 

（２）ナタネ油粕 

 

淡路県民局と洲本市が取り組む「菜の花エコプロジェクト」の一環として、

搾油残さの地域循環を目指し、飼料化の依頼があった。 
  供試したナタネ油粕の乾物は 92.4%で、飼料成分は乾物中、粗蛋白質

(CP)29.5%、粗脂肪(EE)25.3%、中性デタージェント繊維(NDF)33.1%、推

定可消化養分総量(TDN)34.9%であった。 
 
 

（３）イナワラロールラップサイレージ（ＲＳＳ） 

 

イナワラ収集における作業軽減と迅速化のため、酪農家を中心に大型のロ

ールベーラーとラッピングマシンが導入されつつあり、耕種農家と連携した

新たな地域自給粗飼料として期待されている。 
  供試したＲＳＳの乾物は 28.1%で、飼料成分は乾物中、粗蛋白質(CP)5.2%、

粗脂肪(EE)2.6%、中性デタージェント繊維(NDF)64.9%、推定可消化養分総

量(TDN)39.8%であった。 
 

（４）飼料イネホールクロップサイレージ（ＷＣＳ） 

 

ＷＣＳは水田の多いわが国に適した新たな自給粗飼料として、全国的に普

及が進められているが、地域ごとに品種が異なるほか、反収の格差も大きい。 
  供試したＷＣＳの乾物は 35.8%で、飼料成分は乾物中、粗蛋白質(CP)7.7%、

粗脂肪(EE)2.6%、中性デタージェント繊維(NDF)61.7%、推定可消化養分総

量(TDN)48.3%であった。 
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２ 飼養試験の方法 
 ４品目の飼養試験は供試牛は異なるが、全て同様の方法で行った。 
 ホルスタイン種泌乳牛 10 頭を 2 グループに分け、対照区には当所が通常給与している完全混合飼料

（ＴＭＲ）を給与した。一方、試験区には各飼養試験の供試飼料を含むＴＭＲを給与した（表１）。 
 １期 14 日間のクロスオーバー法によって、体重、乾物摂取量、乳生産性、第一胃液性状および血液

成分等を調査し、比較検討した。 
 
３ 飼養試験の結果 
 表２に４品目の飼養試験結果の概要を一括して示した。なお、「有意差」の列に「あり」の記載があ

る調査項目は統計的に有意水準(P<0.05)で両区間に差が認められた項目である。 
（１）バイオエタノール粕（ＤＤＧＳ） 
 ＤＤＧＳの給与によって第一胃発酵パターンは酢酸型から酪酸型へと変化し、乳量を増加させる効果

がある。 
（２）ナタネ油粕 
 ナタネ油粕の給与によって乾物摂取量や乳量には影響がないものの、体重や乳蛋白質率が低下した。

このことから、ナタネ油粕の給与にあたっては多給を避け、穀類などエネルギー源の給与割合を増やす

など飼料構成に工夫が必要である。 
（３）イナワラロールラップサイレージ（ＲＳＳ） 
 ＲＳＳの給与によって体重、乾物摂取量および乳生産性には影響はなかった。第一胃発酵パターンは

酢酸型へと変化した。従って、粗飼料としての機能性が高く、濃厚飼料の多給にも対応できる。 
（４）飼料イネホールクロップサイレージ（ＷＣＳ） 
  ＷＣＳの給与によって体重と無脂固形分率が増加した。従って、本試験で供試したＷＣＳの品質は購

入乾草以上であったと考えられた。 
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４ エコフィード・自給粗飼料の活用にあたって 
 個々の農家における活用にあたっては使おうとする飼料の特性を理解し、その成分値を把握しなけれ

ばならない。それに基づいて現在使用している飼料の中からどれとどのくらい代替できるかを考える。

しかし、エコフィードは多種多様であり、ＲＳＳやＷＣＳもイネの品種、ほ場および調製時の水分含量

など様々な条件によって個々の品質が大きく異なる。当然、飼養試験ではそれらを全て網羅できない。

それでも、技術指導者は類似品目の飼養試験結果からある程度飼料特性を推察することは可能であろう。 
 エコフィードの場合、ＤＤＧＳのように乾燥処理などのコストと手間をかけたものは飼料として扱い

易い反面、それなりの価格がする。一方、工場から排出された生粕など高水分のものは輸送や保存にコ

ストや工夫が必要となる。また、自給粗飼料については栽培のコストや手間をかけたＷＣＳと農産残さ

であるＲＳＳとでは自ずと栄養価は前者が勝っている。このようなコスや手間と飼料価値のバランスを

理解・納得した上で、経営に有利となる飼料の選択と給与量を考えるべきである。 
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